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人にやさしい交通安全部会

魅力発信でつなぐ　まちの活性化部会

　地域の各種団体から推薦された方などにより20名で構成された、第６期幸区区民会議では「交通安全対策の推進」と「地域の
魅力発信」の２つのテーマで調査審議を行ってきました。調査審議を経て出された提言を基に、地域で活動する団体等と行政の
協働により取組が実践されることを願っています。

　　　　交通事故が発生しそうな危険箇所（ヒヤリ・ハット箇所）について、注

意喚起を促す印象的な路面標示を施すなど、道路交通環境の改善を提案

　　　　地域が主体となり交通危険箇所の調査を継続的に行うことにより、交通

安全意識の向上を図ることを提案

　　　　交通ルール・マナーを守らない人の心に響く情報発信によって、意識改

善につながる啓発活動のより一層の推進を提案

　様々な立場の人が区内道路で

「ヒヤリ・ハット」を感じる箇所

の調査を行いました。

　ヒヤリ・ハット箇所調査を基に「ヒヤリ・ハットマッ

プ」を作成し、それらを踏まえ意見の多かった場所など、

現地調査先の選定を行いました。

　現地調査で、植栽

により見通しが悪く、

脇道からの飛び出し

の予測が難しい状況

が見られたため、注

意喚起を促す印象的

な路面標示が必要では、という意見があり、そ

れを踏まえ、道路公園センターにより改善整備

が実施されました。

　小・中学生、高齢者の行動特性を把握するた

めにクイズを実施し、その結果を踏まえた啓発

リーフレットを作成して、幸区民祭などで配布

しました。
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より暮らしやすい幸区にするためより暮らしやすい幸区にするため

　30、40歳代の子育て世代の人たちが
幸区で魅力と感じているものを「みん
なで子育てフェアさいわい」などでヒ
アリング調査を行いました。

　ヒアリング・アンケート調査
を踏まえ、「南河原公園」、「御幸
公園」、「夢見ヶ崎公園」の区内
の３大公園や「子育て支援セン
ターかんがるー」、野外型子育
て広場「おでかけぽかぽか」へ
現地調査に行きました。
　これらの調査の結果、子ども
が安心して遊べる環境が充実し
ていること、地域で子育てを助
け合う風潮があることがわかり
ました。

　幸区民祭で魅力の発信方法に

ついて調査し、S N Sやホーム

ページ等の電子媒体による発信

と広報誌・情報誌・チラシ等の紙

媒体による発信のそれぞれをう

まく関係させながら発信するこ

とが効果的になると考えました。

　　　　まちの活性化につなげるため、幸区に愛着を持ち、住み続けてもらえるよ

うに、30、40歳代の子育て世代を中心に「充実した『子育て環境、子育て

支援、文化・商業』が身近にある最幸のまち・幸」という魅力が伝わるよ

う発信することを提案

　　　　ターゲットに伝わるように様々な媒体を使った、地域目線での魅力発信を

行うことを提案

　　　　地域住民が中心となり、行政と協働し、魅力発信を継続的に行える発信主

体を形成することを提案
　交通事故が発生する要因、幸区内の交

通事故件数と今後の課題についてヒアリ

ングを行いました。地域、警察、行政が

連携して多くの人々への交通安全意識の

向上を図ることが求められています。

幸警察署へのヒアリングを実施幸警察署へのヒアリングを実施
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【人にやさしい交通安全部会名簿】
　　　　　　　　　　　（敬称略）

阿部　稔子　　伊藤　善通

大野　勝彦　　神谷　　修

佐野　禎彦　　高橋　　希

中原　敏子　　成川　慎一

松井　節子

【魅力発信でつなぐ　
　まちの活性化部会名簿】（敬称略）

それぞれの部会が活発な調査・審議を通
じて有意義な提言を取りまとめることが
でき、うれしく思っています。これもひ
とえに委員皆さんの熱意と努力のたまも
のと感謝しています。

限られた期間の中で成果を出す
ことは大変でしたが、委員の皆
さんで考えた結果としてできた
提言を小さな一歩として、少し
ずつ広がっていけばと思います。

道路交通環境の改善を進め
ても、交通ルール順守など
人のモラルに訴えかける部
分が難しいと思います。こ
の提言を通じて、モラル向
上につながっていけばと思
います。

交通安全対策は、みんな
に共通で関わっていくこ
とだと認識しました。子
どもを交通事故から守る
ためには大人が子どもの
模範にならなくてはと思
いました。

多彩な区の魅力につい
て、調査を通じてまと
めることができました。
魅力を知ってもらい、
幸区により愛着を深め
てほしいです。

この提言を入り口として、
ターゲットとなる人が幸
区らしい良いところや魅
力をより深く知ってもら
えるきっかけとなればと
思います。

　調査審議の結果、これらが30、40歳代の子育て世代の人たちにとっての区の魅力であ

ることがわかりました。


